
国
連
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
影
響
の
懸
念
さ
れ
て
い
る
共
謀

罪
の
強
行
採
決
を
推
し
進
め
、
い
っ
ぽ
う
で
首
相
に
よ
る
行
政

の
私
物
化
が
疑
わ
れ
て
い
る
森
友
・
加
計
学
園
問
題
に
フ
タ
を

す
る
。
安
倍
自
公
政
権
の
横
暴
は
歴
代
政
権
の
中
で
も
飛
び
ぬ

け
て
い
ま
す
。
い
ま
、
官
僚
や
メ
デ
ィ
ア
の
中
か
ら
も
批
判
が

沸
き
起
こ
り
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
が
草
の
根
で
広
が
っ
て
い

ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
憲
法
を
実
現
す
る
政
治
へ
の
転
換
を

求
め
て
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
行
わ
れ
る
６
月
議
会
。
共
産
党
な
ど
の
反
対
に

も
か
か
わ
ら
ず
一
般
質
問
の
持
ち
時
間
が
一
人
10
分
減
ら
さ
れ

る
こ
と
に
。
議
会
の
力
を
自
ら
弱
め
る
暴
挙
で
あ
り
強
く
抗
議

し
ま
す
。
い
ま
流
山
市
で
は
お
お
た
か
の
森
駅
周
辺
な
ど
で
人

口
が
急
増
し
、
保
育
園
や
学
校
の
整
備
が
追
い
付
か
な
い
深
刻

な
事
態
を
迎
え
て
い
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
で
、
生
活
困
窮
か
ら
医

療
に
か
か
れ
ず
死
亡
す
る
事
例
も
。
格
差
と
貧
困
か
ら
市
民
の

暮
ら
し
を
ま
も
る
行
政
の
役
割
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共

産
党
は
、
呼
び
込
み
型
開
発
優
先
に
よ
る
市
政
の
ゆ
が
み
を
た

だ
し
、
子
育
て
世
代
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
流
山
市
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

小
田
桐
た
か
し
議
員

６
月
21
日
（
水
）
午
前
11
時
頃

１
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

①

お
お
た
か
の
森
駅
周
辺
お
よ
び
隣
接
地
域
に
お
け
る
小
中

学
校
の
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

ア
、
小
山
小
と
八
木
北
小
の
学
区
見
直
し
案
に
つ
い
て

イ
、
新
設
小
学
校
１
校
と
い
う
整
備
方
針
で
は
全
国
ト
ッ

プ
水
準
の
マ
ン
モ
ス
校
が
小
山
小
、
八
木
北
小
、
お

お
た
か
の
森
小
、
新
設
小
と
本
市
内
で
相
次
ぐ
こ
と

と
な
る
が
見
解
を
問
う

ウ
、
新
設
小
学
校
に
つ
い
て
、
今
の
建
設
予
定
地
で
は
児

童
が
少
な
い
地
域
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
通
学
路
が

長
距
離
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
学
区
割
も
大
き
な

問
題
と
な
る
が
市
の
見
解
を
問
う
等

２
、
保
育
行
政
に
つ
い
て

①

保
育
の
待
機
児
と
解
消
策
に
つ
い
て
等

３
、
ご
み
行
政
に
つ
い
て

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

６
月
21
日
（
水
）
午
後
１
時
頃

１
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

①

「
教
育
勅
語
を
教
材
に
す
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
」
と
の

閣
議
決
定
に
つ
い
て
市
長
及
び
教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

２
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

①

Ｈ
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府

県
単
位
化
に
つ
い
て
問
う
。

②

民
医
連
の
調
査
に
よ
る
と
、
昨
年
も
流
山
市
に
お
い
て
経

済
的
事
由
に
よ
る
手
遅
れ
死
亡
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
が
、

こ
の
よ
う
な
事
態
に
つ
い
て
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

３
、
三
輪
野
山
地
域
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

４
、
保
健
・
福
祉
に
つ
い
て

①

自
殺
対
策
に
つ
い
て

ア
、
全
国
で
条
例
制
定
や
取
り
組
み
が
す
す
ん
で
い
る
が
、

流
山
市
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

②

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

ア
、
本
市
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
利
用
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て

イ
、
政
府
の
「
成
年
後
見
利
用
促
進
基
本
方
針
」
で
は
市

町
村
の
役
割
を
明
記
し
て
い
る
が
、
流
山
市
と
し
て

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

徳
増
き
よ
子
議
員

６
月
21
日
（
水
）

午
後
２
時
頃

１
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

①

就
学
援
助
に
つ
い
て

ア
、
小
学
校
入
学
時
の
「
入
学
準
備
金
」
も
入
学
前
に
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

イ
、
文
科
省
は
「
入
学
準
備
金
」
を
倍
増
す
る
こ
と
を
通

知
し
て
い
る
が
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

ウ
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
対
象

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②

千
葉
県
の
高
校
入
試
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

③

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
に
つ
い
て

ア
、
多
忙
化
解
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

イ
、
部
活
動
改
善
の
た
め
の
検
討
・
取
り
組
み
に
つ
い
て

２
、
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
に
つ
い
て

①

東
部
地
域
か
ら
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
方
面
へ
の
運
行
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

②

バ
ス
運
賃
に
つ
い
て

植
田
和
子
議
員

６
月
21
日
（
水
）

午
後
３
時
頃

１
、
憲
法
９
条
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う

①

安
倍
首
相
が
、
憲
法
９
条
を
２
０
２
０
年
ま
で
に
改
正
し

自
衛
隊
の
存
在
を
明
文
化
す
る
考
え
を
公
言
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
を
持
ち
、
流
山
市
民
を
代

表
す
る
立
場
に
あ
る
市
長
と
し
て
の
見
解
を
問
う
。

２
、
新
川
耕
地
の
巨
大
物
流
セ
ン
タ
ー
建
設
の
市
民
生
活
へ
の

影
響
に
つ
い
て

①

計
画
の
全
貌
に
つ
い
て
問
う
。

②

車
両
通
行
量
の
増
大
と
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

③

埼
玉
県
三
芳
町
の
倉
庫
火
災
か
ら
の
教
訓
に
基
づ
き
、
物

流
セ
ン
タ
ー
の
火
災
事
故
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

発
行

日
本
共
産
党
流
山
市
議
団

市
議
団
事
務
所

７
１
５
７
ー
６
１
４
０

議
会
事
務
局

７
１
５
０
ー
６
０
９
９

会

期

６
月
15
日
～
７
月
５
日

21
日
間

（
議
案
９
件
、
陳
情
３
件
、
発
議
４
件
他
）

６
月

15
日
（
木
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

20
日
（
火
）
～
23
日
（
金
）

一
般
質
問

午
前
10
時
～

26
日
（
月
）
総
務
委
員
会

27
日
（
火
）
教
育
福
祉
委
員
会

28
日
（
水
）
市
民
経
済
委
員
会

29
日
（
木
）
都
市
建
設
委
員
会

７
月

５
日
（
水
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

議
案
・
陳
情
・
意
見
書
な
ど
採
択


